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１．位置図

栃木県

群馬県

国道１７号
渋川西バイパス ④

長野県 茨城県

山梨県

埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

：再評価 神奈川県

千葉県千葉県

再評価

①事業採択後、3年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、5年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で、3年間が経過している事業

④再評価実施後 3年間が経過している事業④再評価実施後、3年間が経過している事業

⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：事後評価
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２．事業の目的と計画の概要
（1）目的（1）目的

・群馬県渋川市と長野県東御市を結ぶ地域高規格
道路「上信自動車道」の一部を形成

（２）計画の概要

区 間 ：自）群馬県渋川市中村

至）群馬県渋川市金井

ぐんまけん しぶかわし なかむら

ぐんまけん しぶかわし かない

群馬県渋川市金井
ぐんまけん しぶかわし かない 24,700台/日

金
井
バ
イ
パ

計画延長：L=２．８ｋｍ

幅員 ：１５．５ｍ～２７．０ｍ

道路規格：第３種第２級

設計速度：６０ｋｍ/ｈ

車線数 ：４車線

群馬県渋川市金井

バ
イ
パ
ス
区
間

延
長
延
長

1.8km1.8km渋
川
西

再
評
価
対
象
区
間

ス

車線数 車線

事業化 ：平成１６年度

事業費 ：約９１億円

計画交通量：23,900～24,700台/日

標準横断図

現
道
活
用
区
間

西
バ
イ
パ
ス

Ｌ
県道区間
L=1.2km

市道区間
L=1.0km
（4車線）

標準横断図
23,900台/日

延
長
延
長

1.0km1.0km

凡　　　　例

渋川西バイパ ス

上 信 自 動 車 道
（ 群 馬 県 施 工 区 間）

高 速 道 路

直 轄 国 道

＝
5.0
km

L 1.2km
（4車線）

現
道
拡
幅
区
間

再
評
価
対
象
区

現 況（国道17号） 14.0m

2.5m2.0m 2.0m3.25m 3.25m
0.5m 0.5m（中央帯）

15.5m
0 5m6 5m 6 5m0 75m 0 75m

27.0m

3 0m1 5m1 5m3 0m 3 5m6 5m 6 5mバイパス区間 現道拡幅区間

渋川西バイパス ○○台/日：計画交通量

群馬県渋川市中村
ぐんまけん しぶかわし なかむら

直 轄 国 道

補 助 国 道

主 要 地 方 道

市 道

間間

0.5m
0.25m 0.25m

6.5m 6.5m0.75m 0.75m 3.0m1.5m1.5m3.0m 3.5m6.5m 6.5m
0.5m 0.5m0.25m 0.25m
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バイパス区間 現道拡幅区間



２．事業の目的と計画の概要
（３）国道17号の交通特性（３）国道17号の交通特性

・国道１７号の利用交通は、周辺地域内に起終点のある内々交通が４５％。
・周辺地域内に起終点のどちらかがある内外交通が３８％、周辺地域を通過する外々交通が１７％となっている。

国道17号 渋川西バイパス
延長 5 0㎞

■ 国道17号の主な利用ＯＤ（国道17号を利用する交通の結びつき）

表 国道17号の交通特性

H17交通量
内
々

水上水上外々交通外々交通
5353

延長 5.0㎞
国道17号のOD内訳

H17交通量
（百台/日）

比率

周辺地域（内々） 144 45%

周辺地域⇔渋川 107 34%

々
交
通
が
45
％

沼田

月夜野

赤城

昭和

沼田

月夜野

赤城

昭和

17
国　道

ROUTE

5353
（（17%)17%) 周辺地域⇔前橋 23 7%

周辺地域⇔高崎 14 4%

周辺地域とその他の地域（内外） 120 38%

周辺地域 群馬県 104

内
外
交
通
が

松井田妙義

渋川伊香保

伊勢崎
太田藪塚

駒形

前橋

高崎
松井田妙義

渋川伊香保

伊勢崎
太田藪塚

駒形

前橋

高崎

50
国　道

ROUTE

内外交通内外交通
120120

（（38%)38%)

周辺地域⇔群馬県 104 33%

周辺地域⇔その他県 16 5%

通過交通（外々） 53 17%

合計 317 100%

が
38
％

外
々
交碓氷軽井沢

下仁田 吉井

藤岡

富岡

太田桐生

駒形高崎
前橋南

館林

碓氷軽井沢

下仁田 吉井

藤岡

富岡

太田桐生

駒形

前橋南

館林

高崎

17
国　道

ROUTE

18
国　道

ROUTE

内々交通内々交通

144144

※周辺地域とは当該事業が通過する渋川市及び隣接する前橋市、高崎市

※H17道路交通センサスの現況OD調査結果を基に算出

合計 317 100% 交
通
が
17
％

凡 例

3

（（45%45%））
凡 例

内外交通

外々交通

内々交通



３．事業進捗の状況
（１）事業の経緯（１）事業の経緯

平成 ６年度 上信自動車道計画路線指定
平成 ９年９月 調査区間指定
平成１６年３月 整備区間指定

平成１６年度 事業化
平成２２年７月 都市計画決定（バイパス区間）
平成２２年度 工事着手（現道拡幅区間）

凡 例 金凡 　　　例

渋川西バイパ ス

上 信 自 動 車 道
（ 群 馬 県 施 工 区 間）

高 速 道 路

直 轄 国 道

補 助 国 道

主 要 地 方 道

群馬県渋川市金井
ぐんまけん しぶかわし かない

バ
イ
パ
ス
区

延
長
延
長

1 8km1 8km

再
評
価
対
象

金
井
バ
イ
パ
ス

24,700台/日
－

主 要 地 方 道

市 道
区
間

現
道
活
用

1.8km1.8km
渋
川
西
バ
イ
パ
ス

市道区間
L=1.0km
（4車線）

象
区
間

30,400台/日
34,896台/日

用
区
間

延
長
延
長

ス

Ｌ
＝
5.0
km

県道区間
L=1.2km

（4車線）

現
道
拡

再
評
価
対

23,900台/日
12,638台/日

凡 例
上段：計画交通量
下段：H17ｾﾝｻｽ交通量

（平日24時間）

4

群馬県渋川市中村
ぐんまけん しぶかわし なかむら

長長
1.0km1.0km

拡
幅
区
間

対
象
区
間



３．事業進捗の状況
（２）周辺状況（２）周辺状況

・渋川西バイパスは、利根川・吾妻川と山間地に挟まれた渋川市の人口集中地区（DID)
の外縁に計画された道路である。

凡　　　　例

渋川西バイパ ス
渋
川
渋
川

バ
イ
パ
ス

バ
イ
パ
ス 渋川西バイパ ス

上 信 自 動 車 道
（ 群 馬 県 施 工 区 間）

高 速 道 路

直 轄 国 道

補 助 国 道

川
西
バ
イ
パ
ス

川
西
バ
イ
パ
ス

再再

ス
区
間

ス
区
間

市
道
区
間

現
道
活
用

： 市役所

主 要 地 方 道

市 道

再
評
価
対
象
区
間

再
評
価
対
象
区
間

現
道
拡
幅
区

現
道
拡
幅
区

用
区
間

県
道
区
間

5

： 第二次救急医療機関

： 人口集中地区　ＤＩＤ

間間
区
間
区
間



（１）広域道路ネットワークの形成

４．事業の必要性に関する視点
（１）広域道路ネットワ クの形成

・渋川西バイパスは、群馬県渋川市と長野県東御市を結ぶ地域高規格道路「上信自動車道」に
指定されており、 関越自動車道と上信越自動車道を連携する、関東地方の広域道路網を担う
道路である。道路である。
・群馬県の7つの交通軸構想において、渋川西バイパスを含む上信自動車道は吾妻軸に位置づけ
られており、群馬県における 重要な路線となっている。

渋川西バイパスは地域高規格道路「上信自動車道」の一部を形成 群馬がはばたくための７つの交通軸構想

東
北
自
動

東
北
自
動

渋川西 地域高規格道路 信自動車道」 部 形成
※渋川西バイパスは吾妻軸に位置づけ

地域高規格道路
「上信自動車道

関
越
自
動
車
道

関
越
自
動
車
道

自
動
車
道

自
動
車
道

日光宇都宮道路

日光宇都宮道路上信自動車道上信自動車道

常
総
・
宇
都
宮
東
部

常
総
・
宇
都
宮
東
部

栃木県

上信自動車道

渋川西バイパス
L=5.0km

「上信自動車道」 渋川西バイパス

東

25㎞25㎞

50㎞50㎞
75㎞75㎞

北関東自動車道北関東自動車道

道道 部
連
絡
道
路

部
連
絡
道
路

茨
城
西
部
・
宇
都
宮
広

茨
城
西
部
・
宇
都
宮
広

熊
谷
渋
川

熊
谷
渋
川

上信越自動車道

上信越自動車道

群馬県 吾妻軸
熊
谷
渋
川
連
絡
道
路

地域高規格道路

東
御
市 渋

川
市

首都圏
首都圏

関東連絡道路

関東連絡道路

宮
広
域
連
絡
道
路

宮
広
域
連
絡
道
路

渋
川
連
絡
道
路

渋
川
連
絡
道
路

中
部
横
断
自
動
車
道

中
部
横
断
自
動
車
道

長野県

埼玉県

路

群馬がはばたくための７つの交通軸構想（イメージ）
高規格幹線道路

調査区間

供用中　
整備区間

計画路線

上信自動車道

渋川西バイパス

中央自動車道中央自動車道 千葉中
環状道路
千葉中
環状道路

新山梨
環状道路
新山梨
環状道路

西関東連
西関東連

道路道路
道道

新滝山街道新滝山街道山梨県
東京都

6（資料）はばたけ群馬・県土整備プラン（H20.3）

地域の自立促進と活性化を支援するために、県内の高速交通
ネットワークを効率的かつ 効果的に活用できるよう、これらを補
完する７つの交通軸を強化する「群馬がはばたくための７つの交
通軸構想」を推進

高規格幹線道路

直轄国道

その他の国道

渋川西バイ パスと
高速道路の接続箇所

都市高速道路



（２）産業の活性化

４．事業の必要性に関する視点
（２）産業の活性化

・草津温泉･万座温泉・伊香保温泉は、群馬県内の観光入込客数の約６割を占めている。

・渋川西バイパスを含む上信自動車道の整備により、渋川伊香保ICからの所要時間が約２６
分短縮し アクセス性が向上することから 首都圏からの利便性が高まる分短縮し、アクセス性が向上することから、首都圏からの利便性が高まる。

・吾妻地域で収穫される農産物についても首都圏に輸送しやすくなることで、農業振興を支援
し、産業の活性化が期待される。

内九大 泉地 観光 客数 群馬県 観光消費額

万座温泉
573

（7%）

その他
968

（12%）

草津温泉
2,735

（34%）

伊香保温泉

合　計
7,862千人/年

県内九大温泉地の観光入込客数

357

210 199 192

132
99 98

85
65 65100

150

200

250

300

350

400
［億円］

群馬県の観光消費額

消費額は県全体（約2千億円）

の2割程度を占める猿ヶ京温泉

草津 万座 伊香保温

◇吾妻地域～渋川伊香保ＩＣ（首都圏）の所要時間が短縮

草津温泉

水上温泉
2,124

（27%）

伊香保温泉
1,462

（19%）

7,862千人/年
65 65

0

50

100

草
津
町

み
な
か
み
町

高
崎
市

渋
川
市

太
田
市

嬬
恋
村

安
中
市

片
品
村

藤
岡
市

前
橋
市

資料）平成21年度観光客数・消費額調査（推計）結果資料）平成21年度観光客数・消費額調査（推計）結果

草津温泉「湯畑」草津温泉「湯畑」

上信自動車道

四万温泉

万座温泉

145

草津・万座・伊香保温
泉の入込客数は、九
大温泉地全体の約６
割を占める

草津温泉の来訪者内訳（県外客）草津温泉の観光入込客数の推移
H22観光入込客数実績 2 720千人/年

草津町役場 高山村役場

沼田市役所
渋
川
西
バ

再
評
価
対

1,100

1,300

1,500

1,700

1,900

2,100

[千人]

日帰り客数 宿泊客数

144

17

埼玉県
42%

その他
13%

栃木県
20%

茨城県

約６割は首都圏
から来訪

宿泊客数の割合が高い

1,757千人/年

963千人/年

H22観光入込客数実績：2,720千人/年中之条町役場

東吾妻役場

バ
イ
パ
ス

対
象
区
間

292

353

145

長野原町役場

700

900

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

年次（平成）

渋川伊香保IC

渋現 況

伊香保温泉
406

144
千葉県

5%神奈川県
4%

東京都
10%

茨城県
6%

資料）草津町調査

渋川伊香保ＩＣ～草津温泉の移動時間の変化

資料）草津町統計 ※首都圏：東京,神奈川,埼玉,千葉

榛東村役場

吉岡町役場

渋川市役所

嬬恋村役場

主な温泉地

【算出方法】使用データ： H21民間プローブデータ
現 況：H21民間プローブデータ12時間平均旅行速度を使用
整備後：渋川西バイパスは51.7km/h,上信自動車道は60km/hに設定

※51.7km/h：上武道路の供用区間におけるH21民間プローブデータに基づく実績速度

渋
川
伊
香
保
Ｉ
Ｃ

草
津
温
泉

整備後

上信自動車道
（渋川西BP），国道292号利用

国道17号，国道353号，145号，
国道292号利用 84分

約26分
短縮

58分

7

17
榛東村役場主な温泉地

吾妻地域
現 況ルート
整備後ルート



４．事業の必要性に関する視点
（３）国道１７号の渋滞状況

・国道17号（中村交差点～上白井交差点）および国道353号（鯉沢交差点～長尾小学校
南交差点）の損失時間は99.6千人時間/年・kmであり、全国平均（26.3千人時間/年・km）
の約４倍。

（３）国道１７号の渋滞状況

・渋川西バイパスの整備により、交通の円滑化が図られ渋滞の緩和が見込まれる。

■中村三差路交差点の渋滞状況
○損失時間：約99.6千人時間/年・km 全国平均の約4倍

渋川西バイパス L 5 0k

■ 渋滞発生状況

渋川西バイパス L＝5.0km

再評価対象区間

白井
下
宿

吹
屋
原

白
井
白
井

至新潟

前橋市

ROUTE

国 道

17

ROUTE

国 道

353

赤城IC赤城IC

上
白
井

白
井
上
宿

■下郷交差点の渋滞状況
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４．事業の必要性に関する視点
（４）国道１７号の交通事故状況

・国道17号（中村交差点～上白井交差点）および国道353号（吹屋交差点～長尾小学校
南交差点）の死傷事故率は88.8件/億台･kmであり、全国平均(102.6件/億台･km)に比べ
やや低い

（４）国道１７号の交通事故状況

やや低い。
・阿久津交差点～吹屋交差点の死傷事故率は、全国平均の1.7倍（179.3件/億台･km）。
・渋川西バイパスの整備により、交通の円滑化が図られ、交通事故の減少が見込まれる。

【 事故類型別の死傷事故件数割合 】

国道17号　中村～上白井
国道353号　吹屋～長尾小学校南

車両相互その他
5%

人対車両横断中
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再評価対象区間

■ 死傷事故率発生状況
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【 国道17号の大型車混入率 】
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【死傷事故率とは】
・死傷事故率（件/台キロ）

＝年間死傷事故件数／走行台キロ（走行距離×年間交通量）
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小型車
22,306台/日

88.5%

資料：Ｈ17道路交通センサス

大型車交通量
（大型車混入率）



（５）残工事の概要

４．事業の必要性に関する視点

・現道拡幅区間は、2車線→４車線への改良及び舗装工事を推進中。

・バイパス区間は全体1.8ｋｍのうち、土工区間が約1.7ｋｍ、橋梁が約0.1ｋｍ（３橋）であり、設計協議を
実施している

（５）残工事の概要

実施している。
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バイパス区間バイパス区間
延長延長1 8km1 8km

現道拡幅区間現道拡幅区間

延長延長1 0km1 0km

写真① 改良区間の施工状況

市道区間市道区間 県道区間県道区間

再評価対象区間再評価対象区間 再評価対象区間再評価対象区間現道活用区間現道活用区間

村村む
ら
む
ら延長延長1.8km1.8km 延長延長1.0km1.0km

至至 沼田沼田 至至 赤城赤城ICIC

至至

前
橋
前
橋

写真①

写真② 改良、舗装区間の施工状況

写真①

写真②
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至至 伊香保伊香保

工 事

用 地

改良、橋梁、舗装
凡 例

未着手

工事中・用地取得中

完成済

改良、舗装、橋梁 改良、舗装



５．費用対効果（計算条件）

総便益総便益■■総便益総便益(B)(B)

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれについて推計し、
「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。

■■総費用総費用(C)(C)

費用便益分析 ア 」 基 き 便益を計 。

【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件 [参考：前回評価(H20)]

・基準年次 ：平成２３年度 ：平成２０年度

供用開始年次 平成３ 年度 平成３ 年度・供用開始年次 ：平成３７年度 ：平成３７年度

・分析対象期間 ：供用後５０年間 ：供用後５０年間

・基礎データ ：平成１７年度道路交通センサス ：平成１７年度道路交通センサス基礎デ タ ：平成１７年度道路交通センサス ：平成１７年度道路交通センサス

・交通量の推計時点 ：平成４２年度 ：平成４２年度

・計画交通量 ：23,900～24,700台/日（台/日） ：23,500～31,800（台/日）

・事業費 ：約91億円 ：約91億円

・費用便益比 ：2.7 ：2.6
11



５．費用対効果

■■事業全体事業全体■■事業全体事業全体

便益便益((ＢＢ))

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（ ／ ）
便益便益((ＢＢ)) 短縮便 減少便 減少便

（Ｂ／Ｃ）
189億円 11億円 20億円 221億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

2.7
72億円 8 6億円 81億円72億円 8.6億円 81億円

■■残事業残事業

便益便益((ＢＢ))

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
189億円 11億円 20億円 221億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

3.1
62億円 8.6億円 71億円

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注2）費用及び便益額は整数止めとする。

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

基準年：平成23年度
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６．事業進捗の見込みの視点

・現道拡幅区間は、平成16年度に事業化後、平成22年度より工事に着手し、現在4車線
化に向けた拡幅工事を推進している。

・バイパス区間は 平成16年度に事業化後 平成22年度に都市計画決定し 現在 早期バイパス区間は、平成16年度に事業化後、平成22年度に都市計画決定し、現在、早期
工事着手に向け、地元、関係機関等と調整を図りながら、測量・設計等を推進している。

年 度年　　度 H21 H22 H23 H24 H25 H26H16 H17 H18 H19 H20 H33 H34 H35 H36H27 H28 H29 H30 H31 H32

都市計画

決定都市計画決定

測量
測量

設計
設計 設計 設計 設計

測量、地質

設計

測量・地質

設計
地質・設計 設計

事業化事業化

測量・調査・設計

都市計画 設計 設計 設計・用地 用地

埋文 埋文 埋文

設計・用地説明

埋蔵文化財調査

13% 61% 土工・橋梁 完成

用地 用地用地 用地用地

現道拡幅区間

バイパ 間

工事

13

土工 4/4完成
土工
橋梁

土工
橋梁

2/4完成工事
バイパス区間



７．今後の対応方針（原案）
（1）事業の必要性等に関する視点（1）事業の必要性等に関する視点

・渋川西バイパスは群馬県と長野県を結ぶ地域高規格道路「上信自動車道」に指定されており、関東地方の広域道路網を担う
道路である。

・渋川伊香保ＩＣから吾妻地域へのアクセス性が向上することで、首都圏からの利便性が高まり、観光産業を支援する。また、首
都圏への農産物の搬送時間が短縮し、農業振興を支援する。

・当該区間は全国平均の約４倍の渋滞が発生している。
・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は2.7である。

（2）事業進捗の見込みの視点

・現道拡幅区間は、平成16年度に事業化後、平成22年度より工事に着手し、現在4車線化に向けた拡幅工事を推進している。

・バイパス区間は、平成16年度に事業化後、平成22年度に都市計画決定し、現在、早期工事着手に向け、地元、関係機関等
と調整を図りながら 測量 設計等を推進している

（3）都道府県、政令市からの意見

（群馬県知事の意見）

と調整を図りながら、測量・設計等を推進している。

（群馬県知事の意見）
本県は、活力ある県土づくりを目標に「群馬がはばたくための７つの交通軸」構想を推進している。
渋川西バイパスは、この構想の吾妻軸の主軸として整備を進める上信自動車道の起点区間であり、群馬県にとって重要な

事業である。
当事業が、着実に進捗していることは認識しているが、現道の１日も早い混雑解消と、隣接する国道３５３号金井バイパス（県

（4）対応方針（原案）

事業）が、平成２７年度完成予定であり、同時期に供用開始することにより事業効果を高めることができるので、さらに重点投資
を行い、より一層事業を促進されたい。

・事業継続
渋川西バイパスの整備は、広域ネットワークの形成、観光産業の支援、農業振興の支援等の観点から、事業の必要性・重要
性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。
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